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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
戦
略
の
成

果
は
何
か

【
問
】
区
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
昨

年
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
戦
略

に
よ
り
、
区
の
政
策
と
し
て
明
確
に

位
置
付
け
ら
れ
た
。
各
分
野
で
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

【
区
長
】「
子
ど
も
」
施
策
は
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を
た
く
ま
し
さ
と
定
め
、
全

庁
的
に
理
想
的
な
施
策
展
開
が
で
き

つ
つ
あ
る
。
「
く
ら
し
」
で
は
、
緑

化
の
推
進
等
の
環
境
施
策
、
「
パ
ー

ク
で
筋
ト
レ
」
等
の
健
康
事
業
も
始

ま
っ
た
。
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

学
校
等
の
施
設
の
耐
震
化
の
前
倒
し

の
促
進
等
を
進
め
て
き
た
。
「
経
営

改
革
」
で
は
、
公
共
施
設
の
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
等
を
実
施

し
、
一
応
の
成
果
が
上
が
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
体
制
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

【
問
】
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

体
制
は
、
区
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
体

制
で
一
元
的
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
統
一
感
を
も
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

点
に
配
慮
し
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

【
区
長
】
庁
内
に
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
全
庁

的
な
進
行
管
理
を
図
っ
て
い
る
。
行

政
評
価
等
、
政
策
運
営
の
節
目
に
、

進
捗
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
措
置

を
決
定
し
て
い
く
。

　

推
進
に
は
、
全
職
員
が
足
立
の
置

か
れ
て
い
る
時
代
環
境
を
息
吹
と
し

て
感
じ
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
新
し
い
ト
ー

タ
ル
Ｃ
Ｉ
の
取
り
組
み
を
推
進
力
と

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

交
通
不
便
地
域
の
解
消
の
次
は
何
か

【
問
】
区
長
は
、
交
通
不
便
地
域
の

解
消
が
、
長
年
に
わ
た
る
区
の
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
次
な

る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
を
示
唆
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
何
か
。

　

ま
た
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
区
長
】
次
は
治
安
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
区
へ
の
調
査
で
も
、
他
区

に
比
べ
治
安
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
よ
う
な
実
態

が
あ
る
。安
心
な
ま
ち
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
な
い
こ
と
に
は
、
他
の

施
策
も
評
価
が
得
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
本
年
度
は
綾
瀬
地
区

を
重
点
地
区
と
し
て
、
庁
内
関
係
所

管
、
警
察
、
地
域
と
の
十
分
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
内
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確

認
さ
れ
た
場
合
ど
う
対
応
す
る
の
か

【
問
】
区
内
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
区
民

事
務
所
、
学
校
、
保
育
園
等
具
体
的

な
方
針
を
伺
う
。

【
危
機
管
理
】
足
立
区
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
会
議
を
招
集
し
、
区

施
設
の
閉
鎖
等
の
対
応
策
や
区
民
へ

の
周
知
方
法
等
を
決
定
し
実
行
す
る
。

　

現
段
階
で
は
、
国
や
都
の
方
針
を

踏
ま
え
、
一
律
の
閉
鎖
は
実
施
せ
ず
、

感
染
状
況
等
を
勘
案
し
、
柔
軟
な
対

応
を
と
る
予
定
で
あ
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
修
学

旅
行
へ
の
影
響
は
ど
う
か

【
問
】
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
は
、
修
学
旅
行
に
も
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
修
学
旅
行
は

教
育
的
な
意
義
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
切
な
思
い
出
づ
く
り
の
機
会
で
も

あ
り
、
ぜ
ひ
実
施
し
て
あ
げ
た
い
。

現
時
点
で
の
各
学
校
の
状
況
を
伺
う
。

【
学
校
教
育
】
目
的
地
周
辺
で
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
た
め
、

５
月
24
日
以
降
に
出
発
予
定
で
あ
っ

た
修
学
旅
行
は
延
期
し
、
実
施
時
期

等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

25
校
の
う
ち
、
５
校
が
７
月
、
�0
校

が
８
月
、
９
校
が
９
月
に
日
程
変
更

し
、
１
校
が
目
的
地
を
変
更
し
６
月

末
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
は
、

区
が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か

【
問
】
文
部
科
学
省
等
は
、
修
学
旅

行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
延
期
に
伴
う

追
加
料
金
も
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
の
対
象
に
す
る

と
し
て
お
り
、
区
で
負
担
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
学
校
教
育
】
修
学
旅
行
の
延
期
ま

た
は
目
的
地
変
更
に
伴
う
キ
ャ
ン
セ

ル
料
等
は
、
区
で
負
担
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
は
、
最
大
限
活
用

し
て
い
く
。

ど
の
よ
う
な
体
制
で
大
学
連
携
を
進

め
て
い
く
の
か

【
問
】
帝
京
科
学
大
学
は
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
各
大
学
は
違
っ
た
個
性
等

を
持
っ
て
お
り
、
大
学
と
連
携
を
進

め
る
上
で
も
、
か
な
り
広
範
な
専
門

性
の
高
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
体

制
で
進
め
て
い
く
の
か
。

【
政
策
経
営
】
平
成
22
年
４
月
の
開

学
に
向
け
、
順
調
に
準
備
を
進
め
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

庁
内
に
新
都
心
構
想
推
進
室
を
中

心
に
連
携
体
制
を
築
き
、
五
大
学
学

長
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。
ご
意
見

等
も
伺
い
な
が
ら
、
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
頂
き
進
め
て
い
く
。

東
京
藝
術
大
学
、
東
京
未
来
大
学
と

の
大
学
連
携
の
状
況
は
ど
う
か

【
問
】
す
で
に
開
学
し
て
い
る
東
京

藝
術
大
学
、
東
京
未
来
大
学
と
区
は
、

様
々
な
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

【
政
策
経
営
】
東
京
藝
術
大
学
の
音

楽
学
部
は
、
学
校
訪
問
に
よ
る
音
楽

鑑
賞
会
、
部
活
動
に
お
け
る
指
導
等

の
音
楽
教
育
支
援
事
業
等
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
未
来
大
学
は
、
教
育

相
談
セ
ン
タ
ー
や
住
区
セ
ン
タ
ー
に

係
る
職
員
育
成
研
修
等
へ
の
講
師
派

遣
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
格
的
な
大
学
連
携
に
向
け
た
区
長

の
考
え
を
伺
う

【
問
】
大
学
と
の
連
携
は
、
各
大
学

が
地
域
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
地

域
の
生
活
に
自
然
に
溶
け
込
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
本
格
的
な
大
学
連

携
に
向
け
た
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
区
長
】
大
学
連
携
は
、
大
学
側
に

区
が
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
提
供

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
変
重
要

と
考
え
て
い
る
。
よ
り
良
い
教
育
・

研
究
環
境
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
、

「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
，
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
の
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
、
連
携
事
業
も
よ
り

確
固
と
し
た
も
の
と
な
り
、
将
来
の

豊
か
な
実
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

緊
急
経
済
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か

【
問
】
区
は
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

策
や
雇
用
創
出
・
就
業
促
進
、
受
注

機
会
の
確
保
、
消
費
拡
大
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
区
内
経
済
の
状
況

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

【
産
業
経
済
】
区
内
中
小
企
業
の
倒

産
件
数
も
前
年
の
同
時
期
に
比
べ
増

加
し
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
へ
の
緊
急
経
営
資
金
は
、

６
月
５
日
現
在
約

450
件
の
あ
っ
せ
ん

申
し
込
み
が
あ
り
、
区
内
中
小
企
業

の
経
営
維
持
に
大
い
に
貢
献
す
る
施

策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
、

新
規
雇
用
者

��4
名
の
創
出
を
予
定
し

て
い
る
。

国
の
補
正
予
算
成
立
に
よ
る
追
加
策

と
区
予
算
２
億
円
の
使
い
道
は
何
か

【
問
】
今
後
、
国
の
補
正
予
算
成
立

に
よ
り
財
源
の
追
加
も
期
待
で
き
る

が
、
追
加
策
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方

と
段
取
り
で
実
現
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
区
の
平
成
2�
年
度
予
算
で

は
、
２
億
円
の
緊
急
経
済
対
策
事
業

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

【
産
業
経
済
】
今
後
の
事
務
説
明
会

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
９
月
補
正
予
算

計
上
に
向
け
、
追
加
経
済
対
策
の
検

討
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
２
億
円
に
つ
い
て
は
、
国

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、

９
事
業
約
３
千

600
万
円
、
定
額
給

付
金
区
内
消
費
喚
起
策
と
し
て
、

２
千

400
万
円
程
を
予
定
し
て
い
る
。

治
安
対
策
の
成
果
は
ど
う
か

【
問
】
昨
年
度
は
、
ワ
ン
チ
ャ
リ
・

ツ
ー
ロ
ッ
ク
作
戦
を
、
自
転
車
盗
難

等
の
刑
事
事
件
発
生
件
数
を
抑
止
す

る
狙
い
で
行
っ
た
が
、
取
り
組
み
の

成
果
は
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
平
成
20
年
の
区
内
刑

法
犯
認
知
件
数
は
１
万
１
千

390
件

で
、
前
年
比
１
千

33�
件
減
少
し
、
都

内
自
治
体
の
中
で
、
最
も
多
い
減
少

数
と
な
っ
た
。
自
転
車
盗
の
件
数
も

自
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『
安
全
・
安
心
元
気
で

　
　
　
　

潤
い
の
ま
ち
足
立
』!!

＊
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
資
産
を
効
率
よ
く　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

管
理
運
用
す
る
こ
と

用
語

解
説

＊
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
…
支
障
と
な
る
も
の

＊
C
I
…
組
織
の
個
性
や
目
標
の
明
確
化
と
統
一
を
図
り
、

            

内
外
に
こ
れ
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
活
動


